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いものこまつりin鶴ケ池

イベントカレンダーE
秋野菜苗即売会（7：00～、大雄地域局前駐車場）

おなごり納涼フェスタ（18：00～21：00、横手地域
局前市民広場・雨天時かまくら館５階）

第84回増田の花火（19：00～、八木川原）

浅舞八幡神社祭典宵祭り（19：00～、覚町通り他）

浅舞八幡神社祭典本祭り（9：00～、浅舞地区内）
いものこまつりin鶴ケ池（10：00～、鶴ケ池公園）
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南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　９日（日） 「ドラえもん
　　　　　　のび太と雲の王国」　　【100分】
　16日（日） 「バグズライフ」　　　　 【97分】
　17日（月） 「ロボッツ」　　　　　　 【90分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

9月1日～9月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■９月16日（日）

■９月14日（金）
第84回増田の花火

■９月15日（土）・16日（日）
浅舞八幡神社祭典
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　絢爛豪華な飾り山車が町内
を練り歩く浅舞八幡神社祭典
は、五穀豊穣や家内安全の願
いを込め、明治時代に始まっ
たといわれています。宵祭り
では、奉納花火や出店が祭り
を盛り上げます。
◆日時・場所／
　宵祭り　９月15日（土）午後７時～10時、覚町通り他
　本祭り　９月16日（日）午前９時～午後５時、浅舞地区内
◆問合せ／平鹿町観光協会（平鹿地域局産業振興課内）
　　　　　　24－1118

　県内随一の歴史を持つ
『増田の花火』。正二尺・大
スターマインなど大物打ち
上げ花火の競演が仲秋の夜
空を彩ります。
◆日　時／９月14日（金）午後７時～９時（雨天順延）
◆場　所／八木川原
◆問合せ／増田町観光協会（増田地域局産業振興課内）
　　　　　　45－5515

　山内地域特産のいも
のこをＰＲするイベン
ト『第21回いものこま
つりin鶴ケ池』と『第
19回花火大会』が開催
されます。会場では、
いものこ汁の即売や物
産展のほか、全国いも
のこピラミッド競技大
会、ステージショーな
どのイベントが盛りだくさん。また、花火大会では鶴ケ池で
の水中花火なども行われます。
◆日　時／９月16日（日）
　いものこまつり　　　午前10時～午後５時
　花火大会（雨天順延）　午後６時30分～８時
◆場　所／鶴ケ池公園ふれあい広場
◆問合せ／いものこまつりin鶴ケ池実行委員会
　　　　　（山内地域局産業振興課内）　53－2111

●仁井田番楽
　 300年以上
前から、奉納
神楽として伝
えられている
仁井田番楽。
大人から子供
までさまざま
な舞が伝えら
れ、中でも子供たちが舞う花番楽は人気が
あります。
日　時／９月７日（金）
場　所／仁井田新山神社
問合せ／仁井田番楽保存会　42－0414

●八木番楽
　 300年以上
の伝統を持つ
八木番楽。八
木神社の祭典
にあわせ、花
番楽など12幕
が八木神社に
奉納されます。
日　時／９月８日（土）・９日（日）
場　所／八木神社
問合せ／八木番楽保存会　45－2752

●南部シルバーエリア無料開放日
　期日／９月17日（月）
　プール・休憩（入浴）が無料です。

けん らん だ し

9-1No.46
19 9 1月年平成 日号

県道横手大森大内線沿いに広がるたいゆう緑
花園では、赤・紫・黄など色とりどり、約30
万本の花々が見頃を迎え、訪れる人の目を楽
しませてくれます。見頃は10月上旬まで。

花に囲まれて



ま
れ
に
見
る
猛
暑
と
な
っ
た
今
年
の
夏
。

市
内
各
地
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
が

盛
大
に
開
催
さ
れ
、
暑
い
夏

の
夜
を
さ
ら
に
熱
く
焦

が
し
ま
し
た
。

横手の夏の風物詩、送り盆まつり
の最後は勇壮な屋形舟のぶつけ合
い。熱気が最高潮に達し、この後
横手は秋へと向かっていく。

夜
空
を
焦
が
す

夜
空
を
焦
が
す

屋
形
舟
繰
り
出
し
・
花
火
シ
ョ
ー

８
／
16（
蛇
の
崎
川
原
ほ
か
）

横手川に灯籠を流し祖先の御霊を供養

川原に集まった屋形舟の上ではロウソクが幻想的にゆれる

囃子手の色とりどりの衣装も送り盆の魅力

花火の光を受けて浮かび上がる高張り提灯

横
手
の

横
手
の夏盆
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増田盆おどり

ひらかまち盆踊り

横手盆踊り
屋形舟鑑賞会

8/15（横手地域局前）

8/16（中・七日町通り）

8/18（平鹿生涯学習センター駐車場）
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屋形舟繰り出しの前日、横手地域局
前おまつり広場には各町内の屋形舟
が集合。五色の短冊やロウソクの炎
が風を受けてゆるやかに揺れ、翌日
に控えた勇壮なぶつけ合いとは一風
違うおだやかな姿を見せた。
その周りでは、30団体、千人を超え
る市民が色とりどりの衣装に身を包
んで輪を作り、曲や囃子方が奏でる
笛や太鼓の音に合わせて優雅な踊り
を披露した。

増田城築城の悲話にまつわり、640年
の歴史と伝統を持つとされる、増田
盆踊り。
会場となった路上では、山車に乗っ
た子どもたちも含め、お囃子たちが
お祭りムードを力強く演出。増田保
育園園児たちによる、かわいらしい
踊りが披露された後、揃いの着物姿
の踊り手たちが輪をつくり、踊りを
開始。秋田音頭の独自の地口にのせ
て、５番まで振り付けが違うのが特
徴的とされる伝統の踊りを華麗に繰
り広げた。

会場中央に組まれたやぐら
の上では、浅舞町内若衆た
ちの威勢のいい寄せ囃子が
盆踊りの始まりを演出。
やぐらを囲んで広がった踊
り手たちの大きな輪ができ
あがると、踊りの囃子が打
ち鳴らされ、色鮮やかな浴
衣姿の踊り手たちはしなや
かなしぐさで優雅な踊りを
繰り広げた。
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成
人
の
誓
い
を
胸
に
き
ざ
ん
で

横
手
市
成
人
式

新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て
の
議
論
が
ス
タ
ー
ト

新
庁
舎
を
考
え
る
市
民
会
議

　

横
手
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
の

是
非
な
ど
を
協
議
す
る
検
討
委
員

会「
新
庁
舎
を
考
え
る
市
民
会
議
」

の
初
会
合
が
８
月
８
日
、
市
役
所

南
庁
舎
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

市
民
会
議
は
合
併
協
議
会
で
合

意
さ
れ
た
検
討
委
員
会
と
し
て
設

立
。
地
域
協
議
会
や
地
区
会
議
の

代
表
な
ど
市
民
１
０
０
人
が
委
員

と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

会
議
で
は
、
五
十
嵐
市
長
が
委

員
代
表
の
伊
藤
文
子
さ
ん
に
委
嘱

状
を
交
付
。
「
新
庁
舎
建
設
は
先 

々
の
こ
と
を
読
ま
な
け
れ
ば
確
か

な
判
断
が
で
き
な
い
こ
と
。
横
手

市
の
将
来
を
決
め
る
重
要
な
課
題

で
あ
り
、
活
発
な
議
論
を
期
待
し

た
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。 　

続
い
て
、
市
側
か
ら
こ
れ
ま
で

の
経
緯
や
市
の
現
況
に
つ
い
て
説

明
。
新
庁
舎
建
設
の
是
非
や
位
置
、

分
庁
方
式
の
継
続
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
さ
れ
ま
し
た
。
　

 

　

会
議
は
、
次
回
か
ら
具

体
的
な
協
議
に
入
り
、
市

民
の
利
便
性
や
行
政
事
務

処
理
の
効
率
性
な
ど
、
多

方
面
か
ら
新
庁
舎
の
在
り

方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新成人宣言をする成人式実行委員代表

検討委員へ委嘱状が手渡されました

お祝いにかけつけた、「ＳＯＮＧ ＯＲＤＥＲ」の皆さん

　

８
月
15
日
、
横
手
市
成
人
式
が

横
手
市
民
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
新
成
人
１
、
３
４

３
人
の
う
ち
９
３
７
人
が
出
席
。

は
じ
め
に
、
五
十
嵐
市
長
が
「
新

し
い
時
代
を
切
り
開
き
、
そ
の
成

果
を
受
け
る
の
も
自
分
た
ち
。
失

敗
を
恐
れ
ず
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

ほ
し
い
。
ま
た
、
ど
こ
に
住
ん
で

い
て
も
横
手
は
生
涯
の
ふ
る
さ
と
。

心
の
ふ
る
さ
と
と
し
て
深
い
関
心

を
持
っ
て
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
と

祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

次
に
、
新
成
人
代
表
の
４
人
が

壇
上
に
立
ち
、
「
今
ま
で
過
ご
し

て
こ
ら
れ
た
の
は
、
側
に
い
て
く

れ
た
家
族
や
た
く
さ
ん
の
方
々
の

お
か
げ
。
感
謝
の
気
持
ち
に
恥
じ

ぬ
よ
う
、
胸
を
張
っ
て
生
き
て
い

こ
う
。
変
化
の
あ
る
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
本
当
に
何
が
大
切
で
必
要

な
の
か
、
自
分
の
意
思
を
し
っ
か

り
と
持
ち
、
新
た
な
目
標
へ
無
我

夢
中
で
挑
戦
し
た
い
」
と
新
成
人

宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
続
い
て
行
わ
れ
た
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
メ
ン
バ
ー
４

人
全
員
が
新
成
人
で
、
う
ち
２
人

が
横
手
市
出
身
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド

「
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｇ 

Ｏ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｒ(

ソ
ン

グ
オ
ー
ダ
ー
）
」
の
ラ
イ
ブ
で
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

五十嵐市長の健康づくりプロジェクト ～健康の駅推進室から～

国
体
だ
よ
り

No.17

○
７
／
22
…
市
消
防
訓
練
大
会

　

炎
天
下
で
の
大
会
と
な
っ
た
が
、
さ
す
が
は
地
域
の

予
選
を
突
破
し
て
き
た
精
鋭
。
ど
の
団
も
き
び
き
び
と

し
た
素
晴
ら
し
い
動
き
を
披
露
。
本
市
消
防
団
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
。
限
ら
れ
た
時
間
で
訓

練
を
重
ね
て
き
た
団
員
の
頑
張
り
に
拍
手
を
送
っ
た
。

○
８
／
１
…
首
都
圏
誘
致
企
業
懇
談
会
（
東
京
都
）

　

県
内
誘
致
企
業
の
本
社
代
表
者
等
と
の
懇
談
会
に
参

加
。
業
界
の
動
向
に
つ
い
て
情
報
交
換
し
つ
つ
、
横
手

へ
の
誘
致
ア
ピ
ー
ル
も
し
っ
か
り
行
う
。
さ
ま
ざ
ま
な

機
会
を
生
か
し
、
誘
致
実
現
に
結
び
付
け
て
い
き
た
い
。

○
８
／
８
…
横
手
駅
東
口
第
一
地
区
市
街
地
再
開
発
組

　

合
設
立
総
会

　

準
備
組
合
か
ら
本
組
合
へ
と
移
行
。
い
よ
い
よ
本
格

的
な
駅
前
再
開
発
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
る
。
空

洞
化
の
解
消
と
10
万
人
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
に
ぎ
わ
い

創
出
の
た
め
、
ぜ
ひ
と
も
事
業
の
成
功
に
期
待
し
た
い
。

○
市
内
各
地
の
夏
ま
つ
り
等
に
参
加

　

横
手
の
送
り
盆
、
大
雄
の
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

大
森
の
南
部
シ
ル
バ
ー
エ
リ
ア
夏
祭
り
等
々
、
夏
の
恒

例
行
事
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
て
い
る
行
事
が
め
じ

ろ
押
し
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
地
域
の
活
性
化
や
市
民

交
流
に
果
た
す
役
割
は
大
き
く
、
関
係
者
の
創
意
工
夫

に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
た
行

事
と
し
て
大
切
に
育
て
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
。

実施前（4/12）

今 回（8/ 5）

増　　減

体重

87.8㎏

86.0㎏

-1.8㎏

体脂肪

31.4％

28.2％

-3.2％

平均歩数

4,580歩

5,793歩

+1,213歩

市長の測定データ

主
な
仕
事
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

市
長
で
す

市長の動静
（７月中旬～８月中旬）

横
手
市
長
　

五
十
嵐 

忠
悦

消防訓練大会で消防団員を前に統監挨拶を行う

　健康づくりを始めて４か月。仲間と共に取り組む五十嵐市長にこれ
までの感想と今後の意気込みを聞いてみました。
Ｑ．プロジェクトに取り組んでから、体調に変化はありますか。
Ａ．第一に体がとても軽くなったことを実感しています。お腹周りが
　　すっきりしてスムーズに後ろを振り向けるようになりました。一
　　番の驚きは体脂肪や血圧、肝機能の数値が安定し、薬を飲まなく
　　てもよくなったことですね。
Ｑ．４か月を振り返っていかがですか。
Ａ．正直なところ食事制限は辛かったです。しかし、検査数値が良く
　　なるなどの成果が見えると嬉しいし、毎月の身体測定の結果を聞
　　くのも楽しみの一つになりました。順調に成果が見え始め、最近
　　「中だるみ」傾向にあるので、再度気を引き締めて頑張ります。

国
内
最
大
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」

今
月
い
よ
い
よ
開
幕
で
す
！

昨年の「のじぎく兵庫国体」開会式での歓迎演技

　

県
民
の
温
か
く
手
厚
い
も
て
な
し
か
ら
、
い
つ
し
か
「
ま
ご
こ
ろ
国
体
」
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
前
回
の
大
会
か
ら
46
年
。
い
よ
い
よ
、
２
度
目
の
秋

田
国
体
が
今
月
29
日
に
開
幕
し
ま
す
。
国
体
は
、
昨
年
の
兵
庫
大
会
か
ら
夏
季

・
秋
季
が
一
本
化
さ
れ
、
名
実
と
も
に
国
内
最
大
、
最
高
峰
の
ス
ポ
ー
ツ
の
祭

典
と
な
り
ま
し
た
。
「
秋
田
わ
か
杉
国
体
」
で
は
、
県
内
全
域
で
39
競
技
が
開

催
さ
れ
、
の
べ
２
万
５
千
人
以
上
の
選
手
・
監
督
が
秋
田
を
訪
れ
ま
す
。
そ
の

経
済
波
及
効
果
は
１
千
億
円
以
上
と
い
う
試
算
も
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

秋
田
を
、
そ
し
て
横
手
を
初
め
て
訪
れ
る
選
手
や
大
会
関
係
者
に
「
横
手
の

大
会
は
良
か
っ
た
」
と
喜
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の

「
温
か
い
お
も
て
な
し
」
と
「
盛
り
上
げ
」
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
横
手
市
で
は
、

総
勢
６
０
０
名
以
上
の
市
民
協
力
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）
の
方
々
が
大
会
運
営

を
支
え
、
各
会
場
に
は
「
心
の
ふ
れ
あ
い
の
場
」
を
設
置
し
、
横
手
な
ら
で
は

の
特
産
物
や
芸
能
を
提
供
し
な
が
ら
、

選
手
と
の
交
流
を
図
る
予
定
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
大
会
期
間
中
は

ぜ
ひ
会
場
に
足
を
お
運
び
い
た
だ
き
、

全
国
各
地
か
ら
集
結
し
た
ア
ス
リ
ー

ト
た
ち
の
輝
き
を
ご
覧
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
地
元
秋
田
の
選
手
、
チ
ー

ム
を
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。
「
大
会

観
戦
ガ
イ
ド
」
は
、
今
月
中
旬
に
全

戸
配
布
す
る
予
定
で
す
。

■
国
体
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

　

市
総
務
企
画
部
国
体
推
進
事
務
局

　
　

３
５
ー
２
１
７
１
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information
市からのお知らせ 政情報便行

市営住宅の入居者を募集します　～申込期限は９月14日（金）まで～

　　　　　　よって異なります）
◆申込方法　市建設部建築住宅課窓口または
　　　　　　各地域局地域維持課にある申込
　　　　　　書に必要事項を記載し、必要と
　　　　　　なる書類を添付し申込んでくだ
　　　　　　さい（郵送不可）
　　　　　　※申込者多数の場合、抽選とな
　　　　　　　ります
◆申込期間　９月５日（水）～14日（金）
◆抽 選 会　９月26日（水）の予定（申込者に
　　　　　　連絡します）
◆入居予定　10月上旬
◆申 込 み  市建設部建築住宅課（十文字庁
　　　　　　舎内）　42－5121または各地域
　　　　　　局地域維持課まで（8:30～17:15、
　　　　　　土・日・祝日は除く）

①公営住宅
名　　称

赤谷地住宅
吉沢住宅
南町住宅
南朝日が丘住宅
増田新町団地
第二道川団地
今宿団地
今宿第２団地
西野団地住宅１号棟
上掵住宅
十五野住宅

築年度
Ｓ52
Ｓ54
Ｓ54
Ｓ58
Ｈ３
Ｓ48～
Ｓ59
Ｓ62
Ｈ７ 
Ｓ46～
Ｓ50･52

間取り
２ＤＫ
３ＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ
２ＬＤＫ
２ＤＫ
３Ｋ
３Ｋ
３ＬＤＫ
２ＤＫ
３ＤＫ･２ＤＫ

家賃（円）
12,300～
14,000～
15,000～
13,200～
17,600～
4,500～
13,200～
15,500～
26,100～
7,400～
10,100～

募集戸数
１
１
１
１
１
３ 
１
１
１
４
４

地域名
横　手

増　田
平　鹿
雄物川

大　森
十文字

名　　称
田町団地
五十田団地
特定西野住宅
特定西野住宅（世帯用）
ニュータウンいわせ

築年度
Ｈ16
Ｈ９
Ｈ10
Ｈ10
Ｈ11

間取り
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ
１ＬＤＫ
２ＬＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
54,000～
53,100～
30,000～
50,000～
40,500～

募集戸数
１
１
４
２
１

②特定公共賃貸住宅
地域名
増　田
平　鹿
大　森

山　内

名　　称
南相野々住宅

築年度
Ｈ17

家賃（円）
29,000

募集戸数
１

間取り 
１ＬＤＫ

③定住促進住宅
地域名
山　内

～スポーツの秋～　市民体育祭で体を動かし、交流を深め合いませんか

　９月中に各地域で実施される集団検診は下記のとお
りです。該当される日をご確認の上、受診ください。 

【横手地域】　子宮がん検診、卵巣腫瘍検診、乳がん検診
　　　　　　９月18日（火）～19日(水)、21日（金）、25日
　　　　　　(火)～26日(水)、28日（金）
【平鹿地域】　子宮がん検診、卵巣腫瘍検診、乳がん検診
　　　　　　９月10日（月）～13日（木） 
　　　　　　骨粗鬆症検診　９月３日（月）～４日（火） 
【雄物川地域】　胃がん検診　９月３日（月）～７日（金）、
　　　　　　10日（月）～11日（火）
　　　　　　骨粗鬆症検診　９月20日（木）
【大森地域】　胃がん検診　９月３日（月）～５日（水）
【大雄地域】　基本検診、結核検診、肺がん検診、胃が
　　　　　　ん検診、大腸がん検診、前立腺がん検診、
　　　　　　婦人科検診、骨粗鬆症検診 
　　　　　　９月６日（木）～７日（金） 
◆問 合 せ　各地域局福祉保健課健康づくり担当

　平成19年10月１日以降に75 
歳の誕生日を迎える方は、誕 
生月の翌月から老人保健医療 
の対象となります（１日生ま 
れの方は同月から）。ただし、
一定以上の障がいがある方は 
65歳から対象となります。 
　医療機関を受診する際は、
「老人保健医療受給者証」が必 
要ですので、忘れずに申請の 
手続きをしてください。
65歳から対象となる障がいの程
①障害年金（国民年金・厚生年金）・・・・・・・・１級、２級
②身体障害者手帳等級数・・・・・・・１級～３級、４級の一部
③精神障害者保健福祉手帳・・・・・・・・・・・・・・・・・・１級、２級
④療育手帳・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ａ
手続きに必要なもの
  健康保険証、高齢受給者証（受給者証を所持してい
　る国民健康保険の方）、印鑑、障害者手帳等（障が
　いにより申請する場合） 
※平成20年４月１日から老人保健医療は廃止され、新
　たに75歳以上の方（一定の障がいのある方は65歳以
　上）を対象に「後期高齢者医療制度」が開始されます
◆問合せ　市福祉環境部国保市民課（大雄庁舎内）　35 
　　　　　-2186、または各地域局市民生活課老人保健
　　　　　担当　　　　　　

下記の内容をご確認の上、ぜひご参加ください。
◆期　　日　12月１日（土）・２日（日） 
◆場　　所　横手市民会館
◆募集対象　市内を主な活動場所としている６団体 
　　　　　　（芸術文化協会加盟団体を除く）
◆発表時間　15分以内
◆申込方法　お近くの生涯学習センター、または公民
　　　　　　館に用意してある参加申込書に記入の上、
　　　　　　お申し込みください。申し込み多数の場
　　　　　　合は抽選となります 
◆申 込 先　各生涯学習センター、または公民館
◆申込期限　９月28日（金）
◆問 合 せ　市教育委員会教育総務部生涯学習課（雄
　　　　　　物川庁舎内）　22-2155

　 
　「耳マーク」は、聴覚に障がいのある方が、耳が聞
こえないことで誤解されたり、危険な目にあわないよ
う、耳が不自由なことを自己表示する必要があること
から考案されたものです。市では、聴覚障がいをお持
ちの方の社会参加に役立てていただくよう、「耳マー
クカード」を配布しています。希望される方は、聴覚
障がいの記載のある身障者手帳をお持ちになり、各地
域局福祉担当課で交付を受けてください。 

※「耳マーク」の 
　使用については 
　（社）全日本難聴 
　者・中途失聴者 
　団体連合会の許 
　可を得ています

◆問合せ　市福祉環境部社会福祉課（大森庁舎内）　　
　　　　　　35-2132　　

集団検診のお知らせ（９月分） 「耳マークカード」を配布しています

75歳から老人保健医療の対象となります

しゅ

そ しょう

よう

　市民の皆さんを対象とした体育祭が下記の20種目にわたって開催されます。日程やお申し込み方法などは、種目
により異なりますので、詳しくは横手体育館へお問い合わせください。
◆問合せ　市教育委員会　横手体育館　33-2102

耳が不自由です
○ わかるように合図してください。

○ 筆談してください。

期　　　日

９月１日（土）～
23日（日）の土日、
10月13日（土）・ 
14日（日） 

９月２日（日）
９月15日（土）
９月16日（日）・
10月６日（土）・
７日（日） 
９月30日（日） 
10月７日（日）
10月14日（日）
10月20日（土）
10月21日（日）
10月21日（日）

会　　　場

横手公園運動広場グ
リーンスタジアムよ
こて
 

横手綜合射撃場 
羽後カントリー倶楽部 

大鳥公園テニスコート 

大鳥公園テニスコート 
台由ボウル 
森吉山（幸兵衛滝）
横手体育館 
横手体育館
境町ゲートボール場

　　種　　　目 
市民武術太極拳大会 
市民柔道大会 
市民マラソン大会
市民グラウンド・ 
ゴルフ大会 

市民合気道大会 

市民バドミントン大会 
市民弓道大会 
市民バスケットボール
大会 

市民サッカー大会 

市民ソフトバレーボ
ール大会

種　　　目

市民野球大会 

市民クレー射撃大会
市民ゴルフ大会

市民ソフトテニス大会 

市民テニス大会 
市民ボウリング大会 
市民紅葉登山
市民剣道大会 
市民卓球大会 
市民ゲートボール大会

期　　　日
10月21日（日） 
10月28日（日）
11月３日（土）

11月３日（土） 

11月24日（土）・ 
25日（日）
11月25日（日）
12月16日（日）
12月15日（土）・ 
12月16日（日）

12月23日（日）・ 
24日（月）

平成20年２月 
24日（日）

会　　　場
横手武道館 
平鹿中学校 柔道場
横手公園特設コース

金沢立馬郊

博進館佐々木道場 

横手体育館
横手武道館

横手体育館 

横手体育館

横手体育館

耳マークカード

はば
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【問合せ】
　◇市福祉環境部 国保市民課（大雄庁舎内） 年金担当
　　　35-2186 または 各地域局市民生活課 年金担当
　◇大曲社会保険事務所 　0187-63-2294
　◇ねんきんあんしんダイヤル 　0570-05-1165

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

▼60歳 ▼66歳 ▼71歳

５年を超える分は、時効消滅 増額分は５年間分をさかのぼってお支払

当初からお支払

全額を
お支払

▼65歳 ▼67歳 ▼72歳

時効消滅 ５年間分はさかのぼってお支払 全額をお支払

これからは、年金時効特例法の成立により、この部分も全期間さかのぼってお支払いしますこれからは、年金時効特例法の成立により、この部分も全期間さかのぼってお支払いします

①年金記録の確
　認依頼

⑧記録の
　訂正

　年金額
　に反映

②回答
　（記録不存在）

④転送

⑦通知

③第三者委員会
　への申込み

相
　

 

談 　

者

社
会
保
険
事
務
所

総 務 省 社会保険庁

第三者委員会

⑥
結
論

⑤
審
議

年金記録の確認と年金に関する相談は

年金時効特例法が施行されました

年金記録確認第三者委員会が設置されました

　今までは、年金記録が訂正された結果、年金が増額した場合でも、時効消滅により直近の５年間分の年
金に限って支払われてきました。
　年金時効特例法の施行により、年金を受給できるようになった月から、時効により受け取れなかった分
がご本人またはご遺族の方へ全額支払われるようになります。今後年金記録が訂正される方は、自動的に
手続きが行なわれ、特別の手続きは必要はありませんが、既に年金を受給され年金記録が訂正されている
受給者の方は、平成19年９月よりあらかじめ必要な事項を印字した申請用紙を順次発送します。
　すぐに手続きをしたい方は、社会保険事務所で手続きができるようになっております。

　確かに納付したにもかかわらず、年金記録や領収書などがない方々のために、ご本人の立場に立って公
正に判断する仕組み「年金記録確認第三者委員会」がスタートしました。
　大曲社会保険事務所で、「地方第三者委員会」への申込を受付しています。

【具体例①】　60歳から年金を受給していた方で、71歳で追加すべき年金記録が見つかった場合

【具体例②】　72歳の時に年金記録が見つかり、年金の受給資格があることがわか
　　　　　　った場合

後
で
判
明
当
初

受付

①
年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ（
58
歳
通
知
）

　

平
成
16
年
３
月
か
ら
、
58
歳
に
到
達
し

た
方
（
昭
和
21
年
１
月
２
日
以
降
に
生
ま

れ
た
方
）
を
対
象
に
、
加
入
記
録
の
お
知

ら
せ
通
知
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
記
録
が

実
際
と
違
っ
て
い
る
時
は
、
記
録
調
査
の

申
し
出
を
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
ね
ん
き
ん
定
期
便

　

「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
、
平
成
16
年

の
年
金
制
度
改
正
で
、
保
険
料
納
付
実
績

や
年
金
額
の
見
込
み
な
ど
を
通
知
し
、
若

い
人
に
も
年
金
制
度
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
始
ま
り

ま
し
た
。
平
成
19
年
４
月
以
降
に
35
歳
に

な
る
方
に
対
し
て
は
、
平
成
19
年
３
月
か

ら
年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ
が
開
始
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
12
月
か
ら
は
45

歳
の
方
も
同
様
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
、
55
歳
以
上
の
方
に

は
保
険
料
納
付
額
の
実
績
や
年
金
見
込
額

に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付

　

平
成
17
年
10
月
か
ら
、
年
金
を
請
求
さ

れ
る
方
の
利
便
性
と
裁
定
漏
れ
を
防
ぐ
た

め
、基
本
事
項（
基
礎
年
金
番
号
・
氏
名
・

性
別
・
生
年
月
日
・
住
所
）
お
よ
び
年
金

加
入
記
録
を
印
字
し
た
裁
定
請
求
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
60
歳
（
昭
和

21
年
１
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
の

方
で
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給

権
が
発
生
す
る
方
、
お
よ
び
65
歳
（
昭
和

16
年
１
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
）
に

老
齢
基
礎
年
金
、
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給

権
が
発
生
す
る
方
に
対
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
方
に
対
し
て
は
、
年

金
加
入
期
間
の
確
認
と
社
会
保
険
事
務
所

で
の
相
談
を
促
す
案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

①
５
千
万
件
の
年
金
記
録
の
名
寄
せ

　

平
成
19
年
12
月
か
ら
平
成
20
年
３
月
を

め
ど
に
、
す
べ
て
の
年
金
受
給
者
、
現
役

年
金
加
入
者
の
記
録
と
５
千
万
件
の
未
統

合
記
録
の
名
寄
せ
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

②
す
べ
て
の
方
に
年
金
加
入
履
歴
の
お
知

　

ら
せ(

ね
ん
き
ん
特
別
便)

　

平
成
20
年
６
月
よ
り
５
千
万
件
の
名
寄

せ
の
結
果
、
未
統
合
の
可
能
性
の
あ
る
方

を
は
じ
め
、
年
金
受
給
者
、
現
役
加
入
者

の
方
に
、
基
礎
年
金
番
号
に
結
び
つ
け
ら

れ
て
い
る
加
入
履
歴
を
平
成
20
年
10
月
を

め
ど
に
順
次
送
付
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
の
各
地
域
局
の
市
民
生
活
課
で
は
、

社
会
保
険
事
務
所
の
年
金
加
入
記
録
照
会

の
取
り
次
ぎ
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

照
会
の
あ
っ
た
記
録
は
、
後
日
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
本
人
に
回
答
さ
れ
ま
す
。

◆
こ
れ
ま
で
の
年
金
記
録
の
確
認
は

◆
新
た
な
年
金
記
録
の
確
認
対
策
は

◆
各
地
域
局
で
年
金
加
入
記
録
照
会
の

　

取
り
次
ぎ
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

横手地域局では、月曜日から木曜日までの午前
10時から午後３時まで、社会保険労務士さんが
対応する年金相談所が開設されています。

　年金記録の問題がクローズアップされ、国では年金記録管理について新たな対策を採っています。

　平成９年に基礎年金番号制度を導入し、それ以前に加入していた国民年金、厚生年金等の年金番号
を一人１番号の基礎年金番号に統合し、年金記録の確認を簡易・迅速に行えるよう改正しました。基
礎年金番号を本人に通知した際に、複数の年金手帳番号を持っている方の申し出、また裁定請求時で
の記録確認を行ってきましたが、いまだ約5000万件(平成18年６月)の記録が統合されておらず、この
ままでは年金支給に結びつかないこと、また、年金を納めたが、保険料の納付記録がコンピュータの
記録に収録されていないことなどが表面化し、問題となっています。
　こうした問題に対処するため、次のような対策が採られておりますので、年金記録に疑問をお持ち
の方は、年金記録の照会・年金相談をご利用ください。
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伝統の舞を奉納
■今泉祇園囃子（十文字）
　今泉地区に伝わる伝統行事、今泉祇園囃子が８月15
日に行われました。 
　これは、同地区にある永泉寺の境内社、祇園社の祭
典行列で、古式を留めた形が特徴的とされています。
行列は、番楽面を先頭に獅子舞、神楽、踊り手と続き、
暑い日差しが照りつける中、地元参列者たちは集落内
を勇壮にねり歩きました。また、着物姿の男の子たち
による獅子の口割りや、女の子たちの手踊りなどが要
所要所で披露され、伝統の舞を奉納していました。 着物姿の男の子が勇壮に獅子の口割りを披露

えがおの祭に5,500人
■第12回は・は・は祭（雄物川）
　８月８日、は・は・は祭りが行われ、会場となった
今宿通りは5,500人を超える観客であふれました。
　祭りは、商店街に元気と活力を取り戻そうと平成８
年８月８日に、は・は・はの語呂合わせとして誕生し、
今年で12回目。「笑顔の町」にふさわしく、にぎわいの
あるイベントとして、すっかり定着しました。通りに
は、町内外企業による即売や夜店などが軒を連ね、ス
テージでは、和楽器ユニット安藤兄弟の演奏やよさこ
いソーラン競演などが行われ、大いににぎわいました。観客も一緒に盛り上がったよさこいソーラン踊り

身近な川に親しむ
■河川であそぼう（雄物川）
　８月７日、雄物川河川公園を会場に「河川であそう
ぼう」が行われ、大森・大雄・雄物川地域の小学生95
人が参加しました。
　これは、身近にある一級河川雄物川への関心を高め
てもらおうと、３地域の生涯学習センターが合同で開
催したもので、子どもたちは雄物川の水質調査やカヌ
ー体験、イワナつかみ取りに挑戦しました。後半、突
然の雨に見舞われましたが、つかみ取りしたイワナを
焼いての昼食は、子どもたちみんなが満足そうでした。初めて挑戦するカヌーも、すぐにコツをつかんでいました

緊張と笑いのレース展開
■たらいこぎ祭り（増田）
　増田地域の夏の恒例行事、たらいこぎ祭り（元祖全
日本たらいこぎ選手権大会）が８月16日、真人公園内
の公園沼で行われました。
　21回目を迎えた今回は、個人、子供、団体の部に合
わせて約150人が市内外から参加。スタート直後にバ
ランスを崩して「転覆新記録」を出す選手や、独自の
こぎ方で他の選手を引き離し、好タイムを記録する選
手など、例年以上の好・珍プレーが続出し、観客の歓
声や笑いを誘っていました。 スタート直後は横一直線。この後の展開はいかに？

地域の

情報～information～

横
手
市
雇
用
創
出
協
議
会

講
座
の
ご
案
内

【
Ｉ
Ｔ
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
講
習
】

プ
ロ
グ
ラ
ム
言
語
の
習
得
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
開
発
を
目
指
す
方
が
対
象
の
講

習
で
す
。

◆
期
間
／
10
月
９
日（
火
）〜
12
月
21

　

日（
金
）

◆
場
所
／
市
役
所
平
鹿
庁
舎

【
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
】地
域
特
産
品

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ

ー
で
す
。

◆
日
時
／
９
月
21
日（
金
）午
後
３
時

◆
場
所
／
横
手
セ
ン
ト
ラ
ル
ホ
テ
ル

◆
問
合
せ
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局
（
市
産
業
経
済
部
商
工

　

労
働
課
内
）
　

４
５
‐
３
９
９
０

平
成
　

年
度『
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農

業
者
研
修
生
』を
募
集

　

県
で
は
、
農
業
試
験
場
や
果
樹
試

験
場
な
ど
で
農
業
技
術
を
習
得
し
、

就
農
に
生
か
そ
う
と
す
る
農
業
研
修

生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
研
修
期
間
／
２
年
間
（
平
成
20
年

　

度
〜
21
年
度
）

◆
募
集
定
員
／
全
県
で
22
名

◆
受
講
資
格
／
①
新
た
に
農
業
を
始

　

め
よ
う
と
す
る
方
、
ま
た
は
、
農

　

業
で
自
立
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が

　

高
く
、
研
修
終
了
後
に
県
内
就
農

　

が
確
実
と
見
込
ま
れ
る
方
。
②
申

　

請
時
、
40
歳
未
満
の
方
。
③
学
校

　

長
ま
た
は
農
協
組
合
長
等
の
推
薦

　

が
得
ら
れ
る
方
。

◆
募
集
期
限
／
10
月
11
日（
木
）

◆
申
込
み
／
各
地
域
局
産
業
振
興
課

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
農
政
課

　
　

４
５
‐
５
５
２
２

農
家
の
皆
さ
ん
へ『
防
鳥
爆
音
機

の
適
正
な
使
用
に
ご
協
力
を
…
』

　

収
穫
の
秋
を
目
前
に
控
え
、
鳥
害

防
止
の
た
め
、
爆
音
機
使
用
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
夜
間
の
爆
音
機

使
用
は
周
辺
へ
の
迷
惑
に
な
り
ま
す

の
で
、
使
用
に
あ
た
っ
て
は
手
動
で

調
整
す
る
な
ど
、
適
正
な
使
用
に
ご

協
力
願
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
福
祉
環
境
部
環
境
課

　

環
境
企
画
担
当
　

３
５
‐
２
１
８

　

４
出
稼
ぎ
予
定
の
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
、
安
心
し
て
出
稼
ぎ
が
で

き
る
よ
う
に
『
出
稼
ぎ
者
就
労
前
健

康
診
断
』
を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
就
労
予
定
の
方
は
お
早
め
に
、

市
内
の
各
地
域
局
産
業
振
興
課
で
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
商
工
労

　

働
課
　

４
５
‐
５
５
１
６
、
各
地

　

域
局
産
業
振
興
課

育
児
講
座

『
親
子
で
作
ろ
う
簡
単
お
や
つ
』

　

親
子
で
楽
し
み
な
が
ら
お
や
つ
作

り
に
挑
戦
し
、
子
供
の
栄
養
と
お
や

つ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
９
月
27
日（
木
）午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
子
ど
も
と
老
人
の
ふ
れ
あ

　

い
セ
ン
タ
ー
（
南
部
シ
ル
バ
ー
エ

　

リ
ア
内
）

◆
対
象
／
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

◆
定
員
／
親
子
30
組

◆
参
加
費
／
２
０
０
円

◆
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
バ

　

ン
ダ
ナ
等
）、
お
し
ぼ
り

◆
申
込
み
／
大
森
地
域
局
福
祉
保
健

　

課
福
祉
・
介
護
担
当
　

２
６
‐
４

　

０
３
０

複
十
字
シ
ー
ル
運
動
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

結
核
や
肺
が
ん
な
ど
胸
部
に
関
す

る
疾
患
の
根
絶
と
予
防
意
識
の
高
揚
、

ま
た
、
結
核
が
ま
ん
延
し
て
い
る
途

上
国
へ
の
援
助
な
ど
の
事
業
資
金
確

保
を
目
的
に
、
結
核
予
防
婦
人
会
会

員
が
募
金
の
お
願
い
に
伺
い
ま
す
。

◆
運
動
期
間
／
12
月
末
日
ま
で
（
各

　

地
域
局
で
実
施
期
間
が
異
な
り
ま

　

す
）

◆
問
合
せ
／
市
福
環
境
部
保
健
衛
生

　

課
　

３
５
‐
２
１
８
５

自
殺
予
防
相
談
の
お
知
ら
せ

　

９
月
10
日
か
ら
16
日
は
自
殺
予
防

週
間
で
す
。
全
国
で
は
毎
年
約
３
万

人
の
方
が
自
ら
の
命
を
絶
っ
て
い
ま

す
。
中
で
も
、
秋
田
県
は
過
去
12
年

間
連
続
し
て
全
国
で
最
も
自
殺
者
が

多
い
と
い
う
状
況
で
す
。

　

市
で
は
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
大

切
に
し
た
自
殺
予
防
対
策
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
各
地
域
局
健
康
づ

く
り
担
当
の
保
健
師
が
直
接
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
な
ど
で

も
相
談
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
対
応

し
て
い
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
あ
き
た
い
の
ち
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
】

◆
無
料
相
談
電
話
／
　

０
１
２
０
‐

　

７
３
５
２
５
６

◆
相
談
時
間
／
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

　

ま
で
の
平
日
、
午
前
９
時
〜
正
午

【
自
殺
予
防
　

い
の
ち
の
電
話
】

◆
無
料
相
談
電
話
／
　

０
１
２
０
‐

　

７
３
８
‐
５
５
６

◆
相
談
時
間
／
９
月
10
日
か
ら
来
年

　

３
月
ま
で
の
毎
月
10
日
、
午
前
８

　

時
〜
翌
日
午
前
８
時

１
１
９
救
急
フ
ェ
ア

　

９
月
９
日
は
救
急
の
日
。
救
急
医

療
や
救
急
業
務
に
対
す
る
正
し
い
理

解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
９
月
９
日（
日
）午
前
10
時

　

〜
正
午
、
午
後
２
時
〜
４
時

◆
場
所
／
秋
田
ふ
る
さ
と
村

◆
内
容
／
高
規
格
救
急
車
の
展
示
、

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
・
心
肺
蘇
生
体
験
、
血
圧

　

測
定
、
健
康
相
談
な
ど

◆
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
救
急
課
　

　

３
２
‐
１
２
４
７

選
挙
人
名
簿
縦
覧
の
お
知
ら
せ

　

三
枚
橋
地
区
土
地
区
画
整
理
審
議

会
委
員
の
改
選
に
伴
う
選
挙
人
名
簿

が
縦
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◆
縦
覧
期
間
／
９
月
５
日（
水
）〜
18

　

日（
火
）

◆
場
所
／
十
文
字
庁
舎
２
階
都
市
整

　

備
課
・
横
手
地
域
局
４
階
地
域
維

　

持
課
（
平
日
）
、
十
文
字
庁
舎
１

　

階
当
直
室
・
横
手
地
域
局
１
階
総

　

合
窓
口
案
内
（
土
日
・
祝
日
）

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
整
備
課

　

区
画
整
理
担
当
　

４
２
‐
５
１
２

　

０
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

◆
募
集
種
目
／
防
衛
大
学
・
防
衛
医

　

科
大
学
・
看
護
学
生

◆
受
付
期
間
／
９
月
７
日（
金
）〜
28

　

日（
金
）

◆
受
験
資
格
／
平
成
20
年
３
月
高
校

　

卒
業
予
定
の
男
女
お
よ
び
18
歳
以

　

上
21
歳
未
満
の
男
女

◆
身
分
／
特
別
職
国
家
公
務
員

◆
試
験
日
／
10
月
14
日（
看
護
学
生
）、

　

11
月
３
日
・
４
日
（
防
衛
医
科
大

　

学
）、
11
月
10
日
・
11
日（
防
衛
大

　

学
）

◆
申
込
み
／
自
衛
隊
横
手
地
域
事
務

　

所
　

３
２
‐
３
９
２
０

Information

情
報

20

そ

せ
い
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情報～information～いどばたプラザ

上の岱地熱発電所施設見学会
　湯沢市の地熱発電所と稲庭うどんの工場見学をします。
●日時／９月21日（金）午前９時～午後３時　●参加費／
1,000円（昼食代）　●申込期限／９月７日（金） ●申込み
／東北電力（株）横手営業所総務課 石川さん 　32－5697

食生活と農業と環境問題を語り合うシンポジウム
　『安全安心のよこて平鹿ブランド』をテーマとしたシ
ンポジウムや、コウノトリの町として知られている兵庫
県豊岡市職員の講演などがあります。
●日時／９月９日（日）午後１時30分～５時20分　●場所
／平鹿生涯学習センター　●問合せ／よこて平鹿『食と
農と環境』会議 菊地さん 　24－2954

横手おやこ劇場『おとうさんはウルトラマン』
●日時／９月21日（金）午後７時開演　●場所／さかえ館
●会費／入会金200円・月会費800円（会費制、４歳未満
無料）　●問合せ／横手おやこ劇場事務所 　33－0812
（火・金曜日、午前10時～午後２時）

第９回ホールサムインウォーキング
●日時／９月17日（月）午前９時（雨天決行）　●集合場
所／ホールサムインよこて駐車場　●コース／ホールサ
ムインよこて周辺（約６km） ●参加費／500円（小学生
は大人同伴で）　●定員／50名　●問合せ／ホールサム
インよこて 　33－0600

国際ソロプチミスト横手　第25回チャリティーバザー
●日時／９月９日（日）午前９時30分　●場所／かまくら
館　●問合せ／事務局 佐野さん 　32－4287

流木作品展『流木であそぶ』
●期間／９月19日（水）～10月１日（月）、午前10時～午後
５時（火曜日休館）　●場所／ね・ま～れ（十文字駅前
通り）　●問合せ／ゆずり葉の会 柴田さん 　42－3954

家族の絆写真展　～私の写真感～
　寄せられた家族写真と文章を展示する写真展です。
●日時／９月13日（木）～17日（月）、午前９時30分～午後
５時　●場所／増田まんが美術館大研修室　●入場料／
無料　●問合せ／小泉写真館（増田町中町） 　45－3769

第21回第一美術協会 秋田・庄内支部展
●期間／９月８日（土）～11日（火）　●場所／かまくら館
５階　●問合せ／掛札さん 　32－5545

鍛冶町通り歩行者天国
　鍛冶町通りを歩行者天国にし、『金毘羅はらがけ祭り』
や夜店、さまざまなステージなどを行います。
●日時／９月８日（土）午後６時45分～９時45分　●問合
せ／鍛冶町商店会祭り実行委員会 若林さん 　33－1010

ノーバディズ パーフェクト プログラム
　抱えている悩みや関心事を出し合って話し合いながら、
自分にあった子育ての仕方を見つけてみませんか。
●日時／９月11日から10月16日までの毎週火曜日、午前
10時～正午　●場所／県南部男女共同参画センター（神
明町）　●対象／０歳から５歳の子供を持つ保護者　●
定員／10名　●参加費／1,000円（全６回分）　●問合せ
／ＮＰヨコテ（むつみ保育園内） 　33－2777

横手読書会９月例会
　大屋の梅保存会事務局長戸田義昭さんによる『大屋も
のがたり』と題した講演が行われます。
●日時／９月20日（木）午後２時　●場所／女性センター
（旧働く婦人の家） ●問合せ／横手図書館 　32－2662

心の生涯学習セミナー『心がつくる人生』
　心豊かな人生を送るための心遣いについて考えます。
●日時／９月５日（水）・６日（木）、午後６時10分受付　●
場所／かまくら館　●参加費／2,000円 ●申込み／（財）
モラロジー研究所 横手モラロジー事務所 　33－5947

自然を愛する皆さんの集い
　増田高校美術部の活動や作品の紹介などがあります。
●日時／９月16日（日）午後１時開演　●場所／レストラ
ン煉瓦屋（寿町）　●参加費／800円（軽食付） ●問合
せ／レストラン煉瓦屋 　33－2811

横手星の会　星の観察会
●日時／９月15日（土）午後７時～９時（雨天・曇天は中
止）　●場所／秋田ふるさと村第四駐車場　●参加費／
無料　●問合せ／佐々木さん 　33－1903

心の健康研修会（シンポジウム）
　心の病をお持ちの方が地域でいきいきと暮らすために、
一人ひとりができることを考えてみませんか。
●日時／９月10日（月）午後２時15分～４時　●場所／横
手セントラルホテル　●入場料／無料　●問合せ／精神
保健福祉協会横手支部（メンタルヘルスサポートセンタ
ーのぞみ内）　35－5781

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

idobata  plaza
どばたプラザい 市民団体やＮＰＯなど行政以外からの

お知らせを掲載するコーナーです。

  

史
跡
や
文
化
財
を
探
訪
し
て
み
ま

せ
ん
か

　

横
手
地
域
の
朝
草
刈
城
跡
（
愛
宕

山
）
、
先
住
民
族
館
跡
な
ど
を
探
訪

し
ま
す
。
山
歩
き
が
可
能
な
服
装
で

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
９
月
13
日（
木
）午
前
８
時

　

30
分
〜
正
午
（
10
分
前
ま
で
に
集

　

合
）

◆
集
合
場
所
／
あ
さ
く
ら
館
前

◆
募
集
期
間
／
９
月
４
日（
火
）〜
６

　

日（
木
）※
定
員
は
先
着
20
名

◆
申
込
み
／
あ
さ
く
ら
館
　

３
５
‐

　

２
１
３
８

◆
問
合
せ
／
横
手
文
化
財
保
護
協
会

　

半
田
さ
ん
　

３
２
‐
４
７
７
２

市
内
名
所
を
巡
る
半
日
観
光
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆
日
時
／
９
月
18
日（
火
）午
前
８
時

　

45
分

◆
集
合
場
所
／
市
役
所
南
庁
舎
向
い

　

防
雪
セ
ン
タ
ー
前
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
平
安
の
風
わ
た
る
公
園
、

　

金
沢
城
跡
、
金
沢
資
料
館
な
ど

◆
参
加
費
／
入
館
料
１
０
０
円

◆
定
員
／
先
着
20
名

◆
申
込
み
／
横
手
地
域
局
産
業
振
興

　

課
商
工
観
光
担
当
　

３
３
‐
７
１

　

１
１

横
手
公
園
展
望
台

作
品
展
の
ご
案
内

　

主
体
美
術
協
会
会
員
で
、
秋
田
県

美
術
作
家
協
会
会
員
の
石
山
亮
一
氏

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

◆
期
間
／
９
月
30
日（
日
）ま
で

◆
場
所
／
横
手
公
園
展
望
台

◆
入
場
料
／
１
０
０
円
（
４
館
共
通

　

チ
ケ
ッ
ト
）

◆
問
合
せ
／
横
手
地
域
局
産
業
振
興

　

課
商
工
観
光
担
当
　

３
３
‐
７
１

　

１
１

『
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
』

強
調
週
間
の
お
知
ら
せ

　

い
じ
め
や
不
登
校
、
親
に
よ
る
虐

待
な
ど
、
子
ど
も
を
巡
る
さ
ま
ざ
ま

な
人
権
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
目

的
に
開
設
さ
れ
て
い
る
『
子
ど
も
の

人
権
１
１
０
番
』
で
は
、
全
国
一
斉

に
強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

◆
無
料
相
談
電
話
／
　

０
１
２
０
‐

　

０
０
７
‐
１
１
０
（
お
近
く
の
地

　

方
法
務
局
に
つ
な
が
り
、
子
ど
も

　

の
人
権
専
門
員
や
人
権
擁
護
委
員

　

な
ど
が
相
談
に
あ
た
り
ま
す
）

◆
実
施
日
時
／
９
月
17
日（
月
）〜
21

　

日（
金
）・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

　

７
時
、 

９
月
22
日（
土
）
〜
23
日

　

（
日
）・
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
教
室

後
期
受
講
生
を
募
集

　

日
本
語
を
話
す
こ
と
が
で
き
な
い

在
住
外
国
人
の
方
が
対
象
の
日
本
語

教
室
で
す
。

◆
対
象
／
10
月
か
ら
来
年
３
月
ま
で

　

の
６
か
月
間
受
講
で
き
る
方
（
期

　

間
終
了
後
も
継
続
可
能
）

◆
場
所
・
開
催
日
／
横
手
教
室
（
か

　

ま
く
ら
館
、
毎
週
金
曜
日
）
、
十

　

文
字
教
室
（
十
文
字
文
化
セ
ン
タ

　

ー
、
毎
週
木
曜
日
）

◆
時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

◆
受
講
料
／
３
，
０
０
０
円
（
６
か

　

月
分
）

◆
申
込
み
／
市
総
務
企
画
部
男
女
共

　

同
参
画
・
市
民
協
働
推
進
室
　

３

　

５
‐
２
１
５
８

『
テ
ン
ト
市
』出
店
者
を
募
集

　

大
仙
市
で
開
催
さ
れ
る
男
女
共
同

参
画
宣
言
都
市
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

あ
わ
せ
て
開
催
す
る
テ
ン
ト
市
で
、

農
産
物
や
加
工
品
、
手
芸
品
な
ど
を

出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
11
月
17
日（
土
）午
前
11
時

　

〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
大
仙
市
大
曲
中
央
公
民
館

　

隣
接
地

◆
参
加
資
格
／
県
南
在
住
の
女
性
ま

　

た
は
女
性
グ
ル
ー
プ

◆
募
集
数
／
20
組
（
出
店
料
無
料
）

◆
申
込
期
限
／
９
月
30
日（
日
）

◆
申
込
み
／
県
南
部
男
女
共
同
参
画

　

セ
ン
タ
ー
　

３
３
‐
７
０
１
８

『
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
柳
』大
募
集

　

家
庭
や
地
域
で
の
子
育
て
に
ま
つ

わ
る
情
景
や
思
い
、
家
族
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ァ
ミ

リ
ー
川
柳
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
締
切
／
９
月
21
日（
金
）

◆
応
募
方
法
／
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

　

メ
ー
ル
で
応
募
く
だ
さ
い
（
応
募

　

用
紙
は
各
地
域
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー
・
公
民
館
備
付
）

◆
応
募
先
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
川
柳
コ
ン

　

テ
ス
ト
募
集
係
（
ア
ト
リ
オ
ン
６

　

階
県
女
性
会
館
内
）
　

０
１
８
‐

　

８
３
６
‐
７
８
４
０
　

０
１
８
‐

　

８
３
６
‐
７
８
８
６

　

E-mail:akitaprt@muse.ocn.

　

ne.jp

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
教
育
総

　

務
部
生
涯
学
習
課
　

２
２
‐
２
１

　

５
５

育
児
講
座『
親
業
で
自
分
ら
し
い

子
育
て
見
つ
け
た
☆
パ
ー
ト
２
』

　

子
育
て
の
悩
み
や
日
ご
ろ
考
え
て

い
る
こ
と
を
、
講
演
と
参
加
者
同
士

の
対
話
で
解
決
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
９
月
12
日（
水
）午
前
10
時

　

〜
11
時
30
分

◆
場
所
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
25
名

◆
申
込
期
間
／
９
月
４
日（
火
）〜
７

　

日（
金
）

◆
申
込
み
／
横
手
保
健
セ
ン
タ
ー
　

　

３
３
‐
９
６
０
０

第
　

回
横
手
市
小
・
中
学
校

児
童
生
徒
理
科
研
究
作
品
展

　

市
内
児
童
生
徒
に
よ
る
夏
休
み
の

理
科
研
究
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

◆
期
間
／
９
月
８
日（
土
）・
９
日（
日
）

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所
／
教
育
セ
ン
タ
ー
（
旧
蛭
野

　

小
学
校
）

◆
問
合
せ
／
市
教
育
委
員
会
教
育
指

　

導
部
教
育
セ
ン
タ
ー
　

２
４
‐
１

　

３
２
１

い
ち

お
や
ぎ
ょ
う

33

あ
さ
く
さ
か
り
じ
ょ
う

うえ たい

こん ぴ ら
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熊谷　剛さん
　（23歳・横手）

佐々木和枝さん
　（56歳・平鹿）

　

市
立
横
手
病
院
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

で
作
業
療
法
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
剛
さ
ん
。

病
気
や
け
が
な
ど
で
障
が
い
を
持
っ
た
方
の
日

常
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
「
患
者
さ

ん
の
精
神
的
な
痛
み
を
ケ
ア
し
、
自
分
が
ど
う

関
わ
っ
て
い
く
べ
き
か
に
配
慮
し
て
接
し
て
い

ま
す
」
と
、
そ
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

◆
自
分
の
性
格
は
？

　

一
言
で
表
す
と
「
猪
突
猛
進
」
。

◆
好
き
な
女
性
の
タ
イ
プ
は
？

　

雰
囲
気
の
あ
る
人
が
好
き
で
す
。

◆
モ
ッ
ト
ー
は
？

　

何
で
も
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
す
る
こ
と
。
時

間
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
す
。

山内民謡
同好会

信太　雄一さん（76歳）
　　　ヒサさん（72歳）

（十文字）

　山内民謡同好会は公民館活動事業の一環
として行われた民謡の講座に参加していた
メンバーが主体となり、昭和51年に結成。
小学生から80代までの会員18人が所属し、
公民館などで月３回、練習に励んでいます。 
　「民謡を愛し集った者同士。練習では、
互いの唄に磨きをかけ合いますが、大会な
どで仲間の唄が評価されると、みな我がこ
とのように喜び合います」とは会員の声。 
　練習日には尺八や三味線、太鼓などの楽
器を持ち寄り、巧みな伴奏とこぶしのきい
た唄が響き渡ります。全国大会での入賞者
も数多く、なかには５タイトル保持者もい
るという実力者ぞろいの皆さん。今後は山
内体育館での発表会や市民ステージ祭への
出場も予定しています。力強く、そして繊
細な歌声をぜひお楽しみください。 
◆問合せ　藤原さん　53-2837

  

　

和
枝
さ
ん
は
、
静
岡
県
の
浜
名

湖
近
く
に
あ
る
袋
井
市
の
出
身
。

21
歳
の
時
に
勤
め
て
い
た
会
社
で
、

出
稼
ぎ
で
来
て
い
た
夫
の
一
志
さ

ん
と
出
会
い
、
結
婚
。
そ
れ
を
機

に
一
志
さ
ん
の
両
親
の
住
む
平
鹿

地
区
に
移
り
住
み
ま
し
た
。

　

「
若
か
っ
た
も
の
で
す
か
ら
秋

田
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
す
ら
持
っ
て

な
く
て
。
高
速
道
路
も
少
な
か
っ

た
あ
の
頃
、
主
人
の
運
転
す
る
車

に
、
母
と
二
人
で
15
時
間
近
く
も

揺
ら
れ
て
到
着
し
た
も
の
で
す
。

初
印
象
は
『
と
に
か
く
遠
い
！
』

の
一
言
で
し
た
ね（
笑
）」
と
、
当

時
を
振
り
返
り
ま
す
。 

　

新
天
地
で
の
生
活
に
つ
い
て
は

「
無
我
夢
中
の
35
年
間
で
し
た
。

今
だ
か
ら
こ
そ
『
思
え
ば
遠
く
に 

・
・
』
と
い
っ
た
心
境
で
す
。
家

族
や
友
達
を
含
め
、
温
か
い
人
の

縁
に
恵
ま
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、 

先
々
の
こ
と
よ
り
も
目
の
前
の
目

標
に
向
か
っ
て
突
き
進
ん
で
き
た

か
ら
こ
そ
、
や
っ
て
こ
れ
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
」
と
語
り
ま
す
。 

　

現
在
は
85
歳
の
義
母
の
介
護
を

し
な
が
ら
、
佐
藤
養
助
商
店
平
鹿

工
場
で
製
め
ん
を
担
当
し
て
い
る

和
枝
さ
ん
。
秋
田
の
郷
土
料
理
を

支
え
る
一
人
と
し
て
、
誇
り
を
持

つ
笑
顔
が
輝
い
て
い
ま
し
た
。

　

信
太
さ
ん
ご
夫
婦
は
、
昭
和
31

年
１
月
に
知
人
の
紹
介
で
お
見
合

い
し
、
同
年
４
月
に
ご
結
婚
。

　

「
お
見
合
い
し
た
時
の
仲
人
さ

ん
の
言
葉
が
印
象
的
で
ね
。
『
お

酒
と
煙
草
は
半
人
前
、
で
も
仕
事

を
さ
せ
た
ら
１
人
前
の
男
』
と
い

う
の
が
主
人
の
紹
介
で
し
た
」
と
、

ヒ
サ
さ
ん
は
当
時
を
語
り
ま
す
。 

　

結
婚
後
は
農
業
に
携
わ
る
毎
日
。 

特
に
雄
一
さ
ん
が
出
稼
ぎ
に
行
く

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
半
年
も

合
え
な
い
生
活
が
20
年
近
く
も
続

い
た
そ
う
で
す
。
「
毎
日
の
生
活

が
忙
し
く
て
、
苦
労
だ
と
思
う
暇

も
な
か
っ
た
よ
。
た
だ
、
出
稼
ぎ

か
ら
帰
っ
て
き
て
、
待
ち
わ
び
た

娘
た
ち
に
土
産
の
本
を
渡
す
の
が

何
よ
り
も
嬉
し
く
て
ね
」
と
、
雄

一
さ
ん
の
笑
み
が
こ
ぼ
れ
ま
す
。 

　

出
稼
ぎ
生
活
も
終
え
、
現
在
の

お
二
人
は
畑
で
取
れ
た
野
菜
を
地

元
の
農
産
物
直
売
所
で
販
売
す
る

日
々
。
「
直
売
所
の
仲
間
か
ら
若

い
パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
頑
張
っ
て

い
ま
す
！
」
と
、
元
気
一
杯
、
活

力
一
杯
の
お
二
人
で
す
。

静岡県

袋井市

■面積　108.56k㎡
■人口　85,887人
■世帯　29,883世帯

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ま
ち
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
ん

を
リ
レ
ー
方
式
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
熊
谷
さ
ん
は
、

前
回
の
山
田
さ
ん
か
ら
の
ご
紹
介
で
す
。

元
気
の
源
は
若
い
仲
間
と
の
ふ
れ
あ
い

民謡サークル（山内）

ごう

静岡県
愛知県

長野県

神奈川県

駿河湾

遠州灘

山梨県

ち
ょ
と
つ

ふくろ い

しん た
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日当番医休
９月９日（日）

９月16日（日）

９月17日（月）

前郷

平城町

横手町

　35-5777 

　33-9311

　35-2235

いそべレディスクリニック

福嶋内科医院

ツインクリニック内科・整形外科

児健診・予防接種乳 乳児健診・予防接種はお住まいの地域で受けてください

療所診
【増田地域】
増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　９月５・12日（水）
　受付時間　13：30～15：30
　診療時間　14：00～15：30
狙半内診療所（内科）
　診 療 日　９月18（火）
　受付時間　13:00～14:00
　診療時間　13:30～14:00
【雄物川地域】
えがおの丘診療所
　診 療 日　９月５・12日（水）
　診療時間　14:30～15:30
大沢診療所
　診 療 日　９月10日（月）
　診療時間　13:30～14:30

お出かけ前にご確認ください
館日休

横手図書館　　9月3・16・17日
増田図書館　　9月3・10・16・18日
平鹿図書館　　9月3・10・17日
雄物川図書館　9月3・4・10・17日
大森図書館　　9月3・10・17・18日
十文字図書館　9月3・10・16・17日
山内図書館　　9月8・9・15・16・17日
大雄図書館　　9月3・10・16・17日
雄物川資料館　9月10・18日
ゆっぷる　　　9月10・11・12日
えがおの丘　　9月10・18日
三吉山荘　　　9月4・11・18日
大森健康温泉　9月3日・10日
ゆとりおん大雄　9月6日
シルバーエリア　9月3・10・18日
健康の駅トレーニングセンター　　
　　　　　　　9月5・12・15・17日
子どもと老人のふれあいセンター　
　　　　　　　9月3・10・18日

談相
【横手地域】
無料法律相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　９月19日（水）　13：00～15：00（要予約）
　申込み　市福祉環境部国保市民課　35-2176
心配ごと相談所
　日　時　９月６・13日（木）　９：30～12：00
　場所・問合せ　横手市社会福祉協議会　33-8668
行政相談　■場所　横手地域局１階１番窓口（受付）
　日　時　９月14日（金）　13：00～15：00
　問合せ　横手地域局市民生活課環境・防災担当　32-2703
育児相談
　毎週月曜～金曜日　９:00～17:00
　場所・問合せ　子育て支援センターなかよし　32-6933
社会保険年金相談
　毎週月曜～木曜日　10:00～12:00　13:00～15:00
　場所・問合せ　横手地域局１階相談窓口　32-2111内線2182
【増田地域】　■場所　多目的研修センター
心配ごと相談
　日　時　９月６・13日（木）　９:30～12:00
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
心配ごと相談
　日　時　９月５・12日（水）　９:30～12:00
【雄物川地域】　■場所　雄物川コミュニティセンター
心配ごと相談
　日　時　９月10日（月）　９：30～12：00
【大森地域】
心配ごと相談所　■場所　高齢者等保健福祉センター
　日　時　９月４・11・18日（火）　９：30～12：00
健康相談・栄養教室　　■場所　大森健康温泉
　日　時　９月４日（火）　10:00～11:00
　問合せ　大森地域局福祉保健課　26-4030
【十文字地域】　■場所　幸福会館
心配ごと相談所
　日　時　９月７・14日（金）　９:30～12:00
【山内地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談所
　日　時　９月４・11日（火）　９:30～12:00
【大雄地域】　■場所　福祉センター
心配ごと相談
　日　時　９月７・14日（金）　９:30～12:00

血日程献
実施時間

10:00～12:00

13:00～16:00

10:00～10:50

11:00～11:50

13:00～14:30

14:50～16:00

14:30～16:00

月　日

９月14日（金）

地　域

横　手

スーパーセンタートラスト
（ふれあい献血キャンペーン）

９月２日（日）雄物川 全　血

９月７日（金）十文字 全　血

種　類

全　血

献血実施場所

（有）佐藤製甲所

ＪＡ秋田ふるさと十文字総合支店営農資材課

（株）特殊工作

幸福会館

市役所 北庁舎

【横手地域】　■場所　横手保健センター
12か月児健康相談（平成18年８月生まれ）
　日　時　９月５日（水）　受付９：30～10：30
１歳６か月児健診（平成18年２月生まれ）
　日　時　９月６日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年３月生まれ）
　日　時　９月４日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年２月生まれ）
　日　時　９月７日（金）　受付12：30～13：30
ＢＣＧ予防接種（生後３か月～６か月未満）
　日　時　９月11日（火）　受付13：00～13：45
【平鹿地域】　■場所　ゆとり館
４か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　９月５日（水）　受付13：00～13：20
７か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　９月７日（金）　受付13：00～13：20
10か月児健診（平成18年10月生まれ）
　日　時　９月７日（金）　受付13：20～13：40
１歳６か月児健診（平成18年１月～２月生まれ）
　日　時　９月６日（木）　受付13：00～13：30

３歳児健診（平成16年１月～２月生まれ）
　日　時　９月14日（金）　受付13：00～13：30
【雄物川地域】　■場所　雄物川保健センター
４か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　９月６日（木）　受付12：40～13：15
７か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　９月６日（木）　受付13：00～13：15
10か月児健診（平成18年10月生まれ）
　日　時　９月６日（木）　受付13：00～13：15
12か月児健康相談（平成18年８月生まれ）
　日　時　９月６日（木）　受付９：30～10：30
３歳児健診（平成 16年１月～２月生まれ）
　日　時　９月７日（金）　受付13：00～13：15
三種混合予防接種
　日　時　９月10日（月）　受付12：30～13：00
【大森地域】　■場所　大森町高齢者等保健福祉センター
　　　　　　（12か月児健康相談のみ大雄地域福祉センター）
４か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　９月７日（金）　受付12：00～12：15
７か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　９月７日（金）　受付12：00～12：30
10か月児健診（平成18年10月生まれ）
　日　時　９月７日（金）　受付12：00～12：30
12か月児健康相談（平成18年７月～８月生まれ）
　日　時　９月12日（水）　受付10：00～10：30
２歳児歯科健診（平成17年２月～３月生まれ）
　日　時　９月13日（木）　受付12：00～12：30
三種混合予防接種
　日　時　９月10日（月）　受付12：30～12：45
【十文字地域】　■場所　幸福会館　
４か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　９月６日（木）　受付12：50～13：20
７か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　９月５日（水）　受付12：50～13：10
10か月児健診（平成18年10月生まれ）
　日　時　９月５日（水）　受付13：10～13：30
12か月児健康相談（平成18年８月生まれ）
　日　時　９月６日（木）　受付９：30～９：50
ポリオワクチン接種
　１回目対象者（平成19年２月～３月生まれ、未接種児）
　２回目対象者（平成18年８月～11月生まれ、未接種児）
　日　時　９月４日（火）　受付12：50～13：20
【山内地域】　
４か月児健診（平成19年４月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　９月５日（水）　受付13：00～13：30
７か月児健診（平成19年１月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　９月５日（水）　受付13：00～13：30
10か月児健診（平成18年10月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　９月５日（水）　受付13：00～13：30
12か月児健康相談（平成18年８月生まれ）　■場所　山内公民館
　日　時　９月５日（水）　受付13：00～13：30
１歳６か月児健診（平成18年２月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　９月６日（木）　受付12：30～13：30
２歳児歯科健診（平成17年３月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　９月４日（火）　受付13：00～13：30
３歳児健診（平成16年２月生まれ）　■場所　横手保健センター
　日　時　９月７日（金）　受付12：30～13：30
【大雄地域】　■場所　大雄福祉センター
　　　　　　（２歳児歯科健診のみ大森高齢者等保健福祉センター） 
４か月児健診（平成19年４月生まれ）
　日　時　９月５日（水）　受付12：00～12：30
７か月児健診（平成19年１月生まれ）
　日　時　９月５日（水）　受付12：00～12：30
10か月児健診（平成18年10月生まれ）
　日　時　９月５日（水）　受付12：00～12：30
12か月児健康相談（平成18年７～８月生まれ）
　日　時　９月12日（水）　受付10：00～10：30
２歳児歯科健診（平成17年２月～３月生まれ）
　日　時　９月13日（木）　受付12：00～12：30
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夏
の
風
物
詩

「
温
泉
最
高
で
や
っ
す
!!
」
さ
ん

（
43
歳
／
横
手
）

　
今
年
も
高
校
野
球
の
季
節
。
グ
リ
ー
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
よ
こ
て
に
母
校
が
登
場
し
、

久
々
に
試
合
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
こ
の

夏
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ベ
ン
チ
、
観
客
席
が

一
体
と
な
っ
た
熱
い
戦
い
を
目
に
し
、
思

わ
ず
高
校
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た

よ
う
な
心
地
よ
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
。

シ
ー
ド
校
に
善
戦
お
よ
ば
ず
３
回
戦
で
姿

を
消
し
ま
し
た
が
、
近
い
将
来
「
２
度
目

の
甲
子
園
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
横
手
市

民
と
し
て
エ
ー
ル
を
送
っ
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。
少
年
野
球
で
も
横
手
市
勢
の
活

躍
な
ど
〝
07
夏
の
風
物
詩
〟
は
う
れ
し
い

こ
と
が
続
き
ま
し
た
。

わ
が
家
の
花「

Ｅ
・
Ｏ
」
さ
ん

（
60
歳
／
十
文
字
）

　
今
年
の
６
月
か
ら
７
月
、
わ
が
家
の
花

畑
は
自
信
を
持
っ
て
ほ
め
ら
れ
る
く
ら
い

見
事
な
色
と
り
ど
り
の
花
を
咲
か
せ
て
く

れ
た
。
体
調
の
よ
い
日
を
選
び
毎
日
草
取

り
。
目
覚
め
と
同
時
に
花
畑
を
見
ま
わ
り
、

夕
方
は
水
や
り
。
赤
、
白
、
黄
の
ポ
ピ
ー
、

ク
レ
マ
チ
ス
、
ナ
デ
シ
コ
、
シ
ャ
ク
ヤ
ク
、

ノ
コ
ギ
リ
草
、
ア
イ
リ
ス
な
ど
、
次
か
ら

次
へ
と
花
が
咲
い
て
く
れ
、
夕
方
は
終
わ

り
の
花
摘
み
、
お
礼
肥
と
忙
し
く
も
楽
し

い
毎
日
だ
っ
た
。

父
に
感
謝

「
Ｋ
・
Ｉ
」
さ
ん

（
53
歳
／
横
手
）

　
先
日
、
娘
が
腹
が
痛
い
と
言
う
の
で
、

主
人
が
薬
を
飲
ま
せ
、
翌
朝
「
腹
の
具
合

は
ど
う
だ
？
」
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
そ

ん
な
二
人
を
見
て
自
分
の
父
を
思
い
出
し

ま
し
た
。
尿
管
結
石
を
患
っ
て
い
た
私
が

夜
腹
が
痛
い
と
言
う
と
、
翌
朝
父
が
「
夜

寝
ら
れ
ね
が
っ
た
」
と
言
う
の
で
す
。
心

配
か
け
た
ん
だ
な
ぁ
と
今
さ
ら
な
が
ら
亡

き
父
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

魅
力
の
た
め
に

「
夏
た
よ
り
」
さ
ん

（
40
歳
／
増
田
）

　
地
域
の
農
産
物
を
送
ろ
う
と
考
え
て
い

た
と
き
、
新
聞
で
「
横
手
夏
パ
ッ
ク
」
の

記
事
が
目
に
と
ま
り
、
翌
日
問
い
合
わ
せ

た
ら
即
完
売
し
た
と
の
こ
と
。
考
え
る
こ

と
は
み
ん
な
同
じ
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。
元

気
な
地
域
に
す
る
に
は
地
域
の
魅
力
、
田

舎
ら
し
さ
も
も
っ
と
発
信
す
る
努
力
を
す

る
べ
き
な
ん
で
す
ね
。

ラ
ジ
オ
体
操「

Ｍ
・
Ｋ
」
さ
ん

（
46
歳
／
横
手
）

　
夏
休
み
恒
例
の
ラ
ジ
オ
体
操
！
　
時
代

は
変
わ
っ
て
も
毎
年
変
わ
る
こ
と
な
く
朝

６
時
半
に
な
る
と
あ
の
懐
か
し
い
音
楽
が

流
れ
て
き
て
、
ま
だ
眠
た
い
で
あ
ろ
う
子

ど
も
た
ち
が
一
瞬
に
し
て
目
覚
め
、
あ
の

独
特
の
体
操
を
始
め
ま
す
。
な
ん
て
穏
や

か
で
平
和
な
光
景
だ
ろ
う
。
い
つ
ま
で
も

い
つ
ま
で
も
続
い
て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

金
婚
バ
ッ
パ
ち
ゃ
ん

匿
名
さ
ん

（
72
歳
／
十
文
字
）

　
○
○
さ
ん

　
あ
な
た
に
会
え
て
本
当
に
良
か
っ
た
♪

早
い
も
の
で
あ
れ
か
ら
50
年
、
金
婚
達
成
。

健
康
で
こ
の
日
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
本

当
に
う
れ
し
い
こ
と
で
す
ね
。
感
謝
し
ま

す
。
こ
の
後
も
末
長
く
健
康
で
仲
良
く
遊

び
歩
き
ま
し
ょ
う
。
私
の
こ
と
よ
ろ
し
く

ね
。
私
も
面
倒
み
ま
す
よ
。

憩
い
の
場
と
し
て
活
用

「
夢
追
螢
」（

55
歳
／
横
手
）

　
最
近
、
グ
リ
ー
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
よ
こ
て

プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
や
運
動
公
園
周
辺
で
、
早

朝
の
散
歩
や
小
さ
な
子
ど
も
連
れ
の
散
策

が
数
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

憩
い
の
場
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
も
ベ
ン
チ
や
東
屋
な
ど
ち
ょ
っ
と
一

休
み
的
な
こ
と
が
出
来
る
設
備
が
あ
れ
ば

い
い
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
保
護

の
た
め
、
ゴ
ミ
箱
な
ど
の
設
置
は
せ
ず
、

持
ち
帰
る
よ
う
に
表
示
し
て
も
い
い
か
と

思
い
ま
す
。

平
凡
で
あ
る
こ
と
の
し
あ
わ
せ

「
Ｒ
・
Ｏ
」
さ
ん

（
53
歳
／
十
文
字
）

　
友
人
４
人
が
集
ま
っ
て
ラ
ン
チ
を
し
て

い
る
時
、
そ
の
中
の
１
人
が
「
最
近
何
か

い
い
こ
と
な
い
？
」
と
他
の
３
人
に
問
い

か
け
て
き
た
。
「
い
い
事
な
く
て
も
家
族

が
健
康
で
日
々
過
ご
せ
れ
ば
私
は
し
あ
わ

せ
」
と
答
え
た
。
他
の
３
人
も
う
な
ず
い

て
い
た
が
、
平
凡
に
１
日
１
日
が
過
ぎ
て

い
く
こ
と
が
何
よ
り
の
幸
せ
だ
と
い
ろ
い

ろ
な
経
験
を
通
じ
て
感
じ
て
い
る
。

my garden

「
れ
ん
げ
草
」
さ
ん

（
51
歳
／
雄
物
川
）

　
ヒ
マ
ワ
リ
、
オ
シ
ロ
イ
バ
ナ
、
キ
キ
ョ

ウ
、
ア
サ
ガ
オ
、
ア
ガ
サ
ン
パ
ス
な
ど
、

わ
が
家
の
庭
は
満
開
で
す
。
旅
先
で
買
っ

た
花
、
友
人
に
も
ら
っ
た
花
、
一
つ
ひ
と

つ
に
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
一
輪
咲
く
と

う
れ
し
く
て
一
人
で
ニ
ヤ
ニ
ヤ
。
そ
ん
な

自
分
を
見
つ
け
て
ほ
っ
と
ひ
と
安
心
。
横

手
市
で
も
「my garden 

コ
ン
ク
ー
ル
」

な
ん
て
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か
？
　

横
手
に
は
ど
ん
な
花
が
似
合
う
か
な
？

炬
火
リ
レ
ー「

Ａ
・
Ｉ
」
さ
ん

（
54
歳
／
横
手
）

　
国
体
の
炬
火
リ
レ
ー
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
暑
い
中
た
く
さ

ん
の
方
々
が
沿
道
か
ら
声
援
を
送
っ
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
う
れ
し
く
、
力

に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
度
は
時
間
を
作
っ
て
選
手
の
応

援
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
国
体

の
成
功
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

わ
か
杉
国
体
歓
迎

「
Ｒ
・
Ｆ
」
さ
ん

（
82
歳
／
横
手
）

　
す
ぐ
隣
が
美
郷
町
で
す
が
、
バ
ト
ミ
ン

ト
ン
選
手
が
各
県
か
ら
来
る
と
思
い
ま
す
。

私
も
歓
迎
の
意
味
で
例
年
よ
り
花
を
多
く

植
え
ま
し
た
。
後
三
年
駅
の
花
壇
に
も
水

か
け
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
老
人
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

想
い
出

「
母
」
さ
ん（

54
歳
／
平
鹿
）

　
以
前
、
子
ど
も
の
応
援
で
港
町
へ
行
っ

た
時
の
こ
と
。
全
力
を
尽
く
し
た
後
は
特

産
品
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
帰
ろ
う
と
思
っ

て
い
た
の
に
食
べ
な
い
で
帰
宅
。
今
で
も

み
ん
な
に
食
べ
さ
せ
た
か
っ
た
な
と
思
い

出
し
ま
す
。
国
体
で
訪
れ
る
皆
さ
ん
に
は

秋
田
の
地
で
新
鮮
で
お
い
し
い
特
産
品
を

食
べ
て
も
ら
い
、
楽
し
く
満
腹
感
あ
る
思

い
出
を
胸
に
帰
っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

　
旅
の
楽
し
み
と
い
え
ば
何
と
い
っ
て
も

食
、
真
っ
先
に
振
り
返
る
の
が
「
あ
れ
食

べ
だ
っ
け
な
ー
、
ん
め
が
っ
た
な
ー
」
で

す
よ
ね
。
各
地
の
特
産
品
に
は
そ
の
土
地

の
風
土
や
文
化
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
の

で
は
。
国
体
で
は
、
ぜ
ひ
横
手
の
風
土
を

ま
る
ご
と
味
わ
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

0 1 3 8 6 0 1

POST CARD

◎市報９/１号読者プレゼントに応募しますか

１．はい　　　　２．いいえ

お手数ですが
50円切手を

お貼りください

◎ご氏名

◎ご住所

電話（　　　　）　　　－　　　　

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

◎年齢／　　　　歳　　　　　◎性別／　　男　・　女

フリガナ

横手市前郷字下三枚橋163

横手市役所企画課
　　広報広聴担当 行

PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS    PR
ESEN

TS

【プレゼント応募締め切り＝９月28日（当日消印有効）】
※当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただきます。

【提供】　市産業経済部実験農場　52-2532

日本国秋田県横手市たより

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

読者同士の交流や情報
交換に、いろいろな声
をお寄せください。

ふれあい
　語り合い
ふれあい
　語り合い

９９１
2007

１
2007

たより市報よこて

　　お便りをくださった方に、抽選で
横手市の特産品等をプレゼントします。

（7/16～8/15日到着分）

（7/16～8/15日到着分）

シシリア島の口紅という
その名のとおり、鮮やか
な赤色。やわらかな果肉
と濃厚な味は、煮込みや

　　　　　　　　　味付けに手間がかからずパス
　　　　　　タなどに最適。しかも、これまでの
調理用トマトの欠点を克服し、生食でもおいしく
食べられる画期的な調理用トマトです。一流シェ
フが作ったような本格的な味と幅広い料理に簡単
に使える手軽さを兼ね備えた「シシリアンルージ
ュ」１箱（１㎏入り）を10名様にプレゼント。

イタ
リア
生ま
れ

横手
育ち　一流シェフの味をご家庭で
　地中海に浮かぶシシリア島原産
　クッキングトマト
　　　　 「シシリアンルージュ」

＊シシリアンルージュは、実験農場と市内農家で試験栽培
　を行っています。



今月の一冊

　夜空を彩る花火、何も考えずその美しい光と胸に響
く音に浸りきるのもいいですが、ちょっとした知識が
あると楽しさもより深まるのではないでしょうか。
　この図鑑では、昼花火から各種花火を色、形、変化
等でわかりやすく解説しています。また、花火の歴史
や花火作りの工程、打ち上げの様子、花火大会の鑑賞
のポイントも紹介しています。
　大きな本ではありませんが、あざやかな花火が県出
身の写真家によって、くっきりと写し出されており、
見ごたえのある一冊です。

増田図書館　副主査　石田裕子

◇◇◇◇ 図書館からのお知らせ ◇◇◇◇

図書館だより

　

盆
踊
り
の
取
材
。
「
そ
う
い
え
ば

広
報
担
当
に
な
っ
て
か
ら
ま
つ
り
に

参
加
し
て
い
な
い
…
」
。

　

翌
日
、
た
ら
い
こ
ぎ
会
場
で
の
雑

談
で
、
市
長
か
ら
「
イ
ベ
ン
ト
の
参

加
者
と
観
客
は
一
体
。
参
加
者
が
増

え
れ
ば
観
客
が
増
え
、
観
客
が
増
え

れ
ば
参
加
者
が
増
え
る
」
と
の
教
え
。

　

そ
の
夜
、
屋
形
舟
繰
り
出
し
。
ま

つ
り
に
囃
子
が
つ
き
物
な
ら
ば
、
囃

子
方
を
囃
し
立
て
る
の
は
自
分
!!
と

ば
か
り
に
、
通
常
よ
り
多
め
に
フ
ラ

ッ
シ
ュ
を
浴
び
せ
る
自
分
と
そ
れ
に

応
え
て
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
す
る
囃
子
方
。

そ
こ
に
い
る
す
べ
て
の
人
が
参
加
者

だ
と
感
じ
た
瞬
間
で
し
た
。（
孝
春
）

あ 

と 

が 

き

題 名「 」

図書館ホームページ（利用案内・蔵書検索・予約など）
http://www.city.yokote.lg.jp/kakuka/toshokan/library_introduction.jsp
※最寄りの図書館ですべての館の蔵書を借りることができます。
■問合せ　雄物川（中央）図書館　22-2300　または最寄りの図書館まで

建具職人
Vol.22

　

居
住
空
間
を
創
造
す
る
障
子
や
ふ
す
ま
な
ど
の
木
工

建
具
。
そ
の
役
割
は
間
仕
切
り
に
と
ど
ま
ら
ず
、
暮
ら

し
に
華
や
か
さ
を
添
え
、
か
つ
木
材
の
持
つ
調
湿
機
能

は
住
む
人
に
快
適
さ
と
安
ら
ぎ
を
与
え
る
。
建
具
は
、

実
用
品
で
あ
り
な
が
ら
、
和
風
建
築
に
と
っ
て
欠
か
す

こ
と
の
で
き
な
い
伝
統
文
化
で
も
あ
る
。

　

こ
の
道
30
年
の
巧
は
、
「
ひ
と
言
に
建
具
と
い
っ
て

も
多
種
多
様
。
伝
統
だ
け
に
と
ら
わ
れ
ず
、
他
に
は
な

い
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を

語
る
。
現
代
の
職
人
に
は
、
社
会
の
流
れ
や
顧
客
の
要

求
を
敏
感
に
感
じ
取
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と

い
う
。
さ
ら
に
巧
は
、
物
づ
く
り
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ

い
て
次
の
よ
う
に
語
る
。
「
製
品
は
人
と
と
も
に
魅
力

を
増
し
、
老
い
て
い
く
。
我
々
は
、
物
を
納
め
て
終
わ

り
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
最
後
ま
で
見
守
る
責
任
が

あ
る
ん
で
す
」

　

巧
が
特
に
こ
だ
わ
る
の
は
、
デ
ザ
イ
ン
よ
り
も
生
活

用
品
と
し
て
の
価
値
。
「
普
段
意
識
す
る
こ
と
は
少
な

い
が
、
毎
日
接
す
る
も
の
。
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
受
賞
は

確
か
に
う
れ
し
い
が
、
そ
れ
以
上
に
大
切
な
の
は
使
う

側
に
認
め
ら
る
か
ど
う
か
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
お
客
様

あ
っ
て
の
仕
事
で
す
か
ら
」
各
種
展
示
会
で
の
受
賞
経

験
を
持
つ
巧
だ
が
、
決
し
て
飾
ら
な
い
語
り
口
か
ら
は
、

本
質
を
守
り
抜
こ
う
と
す
る
強
い
こ
だ
わ
り
を
感
じ
る
。

　

課
題
は
後
継
者
の
育
成
。
一
般
に
は
す
で
に
ベ
テ
ラ

ン
の
域
に
達
し
た
と
い
え
る
巧
だ
が
、
業
界
の
中
に
あ
っ

て
は
比
較
的
若
手
。
誇
る
べ
き
伝
統
を
次
代
に
受
け
継

ぐ
使
命
を
胸
に
刻
ん
で
い
る
。

髙橋 由三さん（54歳）

昭和28年、東成瀬村生まれ。
中学校を卒業後、旧平鹿町の木工
所に就職。25年勤務した後、40歳
で独立し、増田町に「まるよし」
を創業、現在に至る。

たかはし　よしぞう

市報を通じて皆さんに伝えたいことや聞きたいこと、日頃考えて
いることなどを「読者の声」としてお寄せください。

素材に吹き込まれる命
「人とともに魅力を増していく」

新着図書の紹介

◇◇◇ 定例おはなし会（会場は各図書館）◇◇◇
・９月９日（日）午前10時30分／横手図書館
・９月16日（日）午前10時30分／雄物川図書館
・９月16日（日）午前10時30分／大森図書館
・９月22日（土）午後２時／増田図書館

◇◇◇ 読書会（会場は各図書館）◇◇◇
・９月28日（金）午後2時／雄物川図書館

◎一般図書　　　　　　　　    ※（　）内は所蔵図書館
　○「むかしっこ後三年の役」／黒沢せいこ（横・雄・平）
　○「石川好の『眼』と『芽』」／石川好（平）
　○「岡本太郎の見た日本」／赤坂憲雄（雄）
　○「日本人への遺言」／城山三郎（横・雄）
　○「強いリベラル」／加藤紘一（平）
　○「村上春樹のなかの中国」／藤井省三（雄）
　○「麹（ものと人間の文化史）」／一島英治（雄）
　○「わたしたちの横手市」
　　　　　　／小学校社会科副読本CD-ROM（雄・森）
　○「おもてなしの心　キャピトル東急ホテル最後の
　　　総支配人」／太田範義（雄）
　○「博士の本棚」／小川洋子（横・雄・森）
　○「青い鳥」／重松清（横・雄・森）
　○「楽園」（上・下）／宮部みゆき（横・雄・平）
　○「ロスタイムの生」／歩青至（雄・平）
◎児童図書・絵本
　○「ぶたぬきくんナースになっちゃった」
　　　　　　　　　　　　　　　／斉藤洋（雄・森）
　○「虹の橋」／葉祥明（雄）
　○「どうして君は友だちがいないのか」
　　　　　　　　　　　　　　　／橋下徹（横・雄）
　○「民族の壁どついたる！」／井筒和幸（横・雄）
　○「地球タイムズ」／あべ 弘士ほか（雄）

「花火の図鑑」（泉谷玄作／ポプラ社）

ホームページの蔵書検索、貸し出し予約をご利用ください。
※新着図書の所蔵館名は、横＝横手、増＝増田、平＝平鹿、
　雄＝雄物川、森＝大森、大＝大雄、山＝山内です。
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いものこまつりin鶴ケ池

イベントカレンダーE
秋野菜苗即売会（7：00～、大雄地域局前駐車場）

おなごり納涼フェスタ（18：00～21：00、横手地域
局前市民広場・雨天時かまくら館５階）

第84回増田の花火（19：00～、八木川原）

浅舞八幡神社祭典宵祭り（19：00～、覚町通り他）

浅舞八幡神社祭典本祭り（9：00～、浅舞地区内）
いものこまつりin鶴ケ池（10：00～、鶴ケ池公園）

Pick uppPick upPick up

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●● Pick uppPick upPick up

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●Pick uppPick upPick up

 Calendar vent

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17

9/
(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

(火)

(水)

(木)

(金)

(土)

(日)

(月)

南部シルバーエリア無料映写会のお知らせ
◆上映時間／午後１時～
　９日（日） 「ドラえもん
　　　　　　のび太と雲の王国」　　【100分】
　16日（日） 「バグズライフ」　　　　 【97分】
　17日（月） 「ロボッツ」　　　　　　 【90分】
◆問合せ／南部シルバーエリア　26－3880

9月1日～9月17日

発行／横手市役所　　0182-35-2111（代）
編集・デザイン／総務企画部 企画課
〒013-8601　横手市前郷字下三枚橋163
TEL:0182-35-2162　FAX:0182-33-6061
ホームページアドレス／http://www.city.yokote.lg.jp/

■９月16日（日）

■９月14日（金）
第84回増田の花火

■９月15日（土）・16日（日）
浅舞八幡神社祭典

市報よこて 24

　絢爛豪華な飾り山車が町内
を練り歩く浅舞八幡神社祭典
は、五穀豊穣や家内安全の願
いを込め、明治時代に始まっ
たといわれています。宵祭り
では、奉納花火や出店が祭り
を盛り上げます。
◆日時・場所／
　宵祭り　９月15日（土）午後７時～10時、覚町通り他
　本祭り　９月16日（日）午前９時～午後５時、浅舞地区内
◆問合せ／平鹿町観光協会（平鹿地域局産業振興課内）
　　　　　　24－1118

　県内随一の歴史を持つ
『増田の花火』。正二尺・大
スターマインなど大物打ち
上げ花火の競演が仲秋の夜
空を彩ります。
◆日　時／９月14日（金）午後７時～９時（雨天順延）
◆場　所／八木川原
◆問合せ／増田町観光協会（増田地域局産業振興課内）
　　　　　　45－5515

　山内地域特産のいも
のこをＰＲするイベン
ト『第21回いものこま
つりin鶴ケ池』と『第
19回花火大会』が開催
されます。会場では、
いものこ汁の即売や物
産展のほか、全国いも
のこピラミッド競技大
会、ステージショーな
どのイベントが盛りだくさん。また、花火大会では鶴ケ池で
の水中花火なども行われます。
◆日　時／９月16日（日）
　いものこまつり　　　午前10時～午後５時
　花火大会（雨天順延）　午後６時30分～８時
◆場　所／鶴ケ池公園ふれあい広場
◆問合せ／いものこまつりin鶴ケ池実行委員会
　　　　　（山内地域局産業振興課内）　53－2111

●仁井田番楽
　 300年以上
前から、奉納
神楽として伝
えられている
仁井田番楽。
大人から子供
までさまざま
な舞が伝えら
れ、中でも子供たちが舞う花番楽は人気が
あります。
日　時／９月７日（金）
場　所／仁井田新山神社
問合せ／仁井田番楽保存会　42－0414

●八木番楽
　 300年以上
の伝統を持つ
八木番楽。八
木神社の祭典
にあわせ、花
番楽など12幕
が八木神社に
奉納されます。
日　時／９月８日（土）・９日（日）
場　所／八木神社
問合せ／八木番楽保存会　45－2752

●南部シルバーエリア無料開放日
　期日／９月17日（月）
　プール・休憩（入浴）が無料です。

けん らん だ し
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県道横手大森大内線沿いに広がるたいゆう緑
花園では、赤・紫・黄など色とりどり、約30
万本の花々が見頃を迎え、訪れる人の目を楽
しませてくれます。見頃は10月上旬まで。

花に囲まれて


